
社会福祉法人 慈青会

令和 4 年度 事業報告書

は じ め に （総 括 ）

令 和 4 年度 は 、 前年度 に引 き 続 き 、 新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感染症対策 に注力 し 、 手洗 い 、 消毒 な どの感染予

防 の徹底や 、 感染 対策用備 品 を 十分 に確保 し て き ま し た が 、 1 月 に職員 1 名 と 利用者 3 名 が感染 し 、 ゾ ー ニ

ン グ （汚染 区域 、 清潔 区域 に分 け る ） や職 員 の毎 日の抗原検査 の実施 な ど様 々な対応 を し 、 それ以上 の感染

拡大 には至 り ま せ んで し た。 次年度 も 危機 管理 対策 の 強化 を継続 し て行 き ま す。 ま た 、 世界情勢等 に よ る 電

気 料 金の値上 げや物価 高騰 の影響 を 受 けて お り 、 関連す る 補助金等 を 受 け ま し た が十分 な も の で はな く 、 今

後 も 注視 し ヽ 可能 な範 囲 にお け る 対策 を 講 じ て い か な けれ ばな り ま せ ん。 そ の贔なボ 、 青森 市合 浦に、 計画 し

て お り ま し た 新規介護事業所 「グル ー プホ ー ム 合 浦」 が 、 令和 5 年 3 月20 日に施設建物 が完成 し 、 青森 市の

指定 申請等着 々 と 準備 を し て お り ま す。 事業所 開設 は青森 市 と の協議 において 、 令 和 5 年 6 月 1 日と な っ て

お り ま す。 こ れ に よ り 、 当法人 にお き ま し て は 、 「新 た な風 」 を 取 り 入れ る こ と にな り ま すの で 、 一層 の利

用者本位 のサ ー ビス の 実現 、 介護 職員 の募集 状況 の改 善や 、 「働 き やす い」 職 場環境 の整備 を 進 めて行 き た

い と 思い ま す。 以下 に令 和 4 年度 にお け る 活動 内容 を 報告 し ま す。

令和 5 年 3 月末 時点の職員 配置 は次表 の通 り で す。
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※ グル ー プ ホ ー ム 合浦職員 1 名 を加 え る と 、 法人全体 で実人数 30 名

1. 職員研 修 につ いて

新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感染症 の流行 に よ り 、外部研 修 は、こ れ ま で の よ う な参加型 で の研修機 会 が減少 し 、

オ ン ラ イ ン研修 の活用 に よ り 各種研 修 への参加 し 、 受講 を 実施 す る こ と が 出来 ま し た。 施設 内研修 は 、 年

間施設 内研修 計画 に沿 っ て 、 施設 ス タ ッ フ が講 師 と な り 、 事故 防止 ・ 虐 待 ・ タ ー ミ ナル ケ ア ・ ロ腔 ケ ア ・

褥癒予防 。感染症 予防 ・ 防災等 の研 修 を 実施 し ま し た。

2. 総務 。会議 につい て

理事 会 （内部 監事 監査）、 評議員会 、 運 営推進会議 、 各種会議 、 委員会 を 開催 し ま し た。 主な 内容 は

以下の と お り です。



(1) 理事会 （内部監事監査） ．評議員会の開催 日及び審議内容、 審議結果事項

① 理事会 （内部監事監査）

開催 日（決議の省略） 審 議 内 容 審議結果

令和 4 年 5 月 31 日 監事によ る財務諸表等、 事業内容の決算監査

令和 4 年 6 月 6 日 第 1 号議案 令和 3 年度事業報告及び付属明細書の承認 可決

第 2 号議案 令和 3 年度計算書類及び付属明細書並びに財産 目録の承認 可決

第 3 号議案 令和 4 年度資金収支予算書の補正の承認 可決

第 4 号議案 定時評議員会の招集 可決

報 告 事 項 理事長の業務報告

令和 4 年 8 月 8 日 第 1 号議案 （仮称）グループホーム合浦新築工事の承認 可決

令和 4 年 9 月 5 日 第 1 号議案 定款変更 可決

第 2 号議案 （仮称） グループホーム合浦新築工事低入札価格調査審査 可決

によ る落札決定の承認

第 3 号議案 （仮称）グループホーム合浦新築工事契約 可決

第 4 号議案 （仮称）グループホーム合浦新築工事の監理業務委託契約 可決

第 5 号議案 基本財産担保提供 可決

第 6 号議案 青森銀行からの借入 可決

第 7 号議案 令和4 年度資金収支補正予算の承認（第 2 回） 可決

第 8 号議案 評議員会決議の省略の提案 可決

令和 4 年 12 月 26 日 報 告 事 項 理事長の業務報告

（仮称）グループホーム合浦建設工事進捗状況

令和 4 年 4 月から 10 月までの財務経営状況報告

令和 5 年 1 月 20 日 第 1 号議案 令和4 年度資金収支補正予算の承認（第 3 回） 決議省略

第 2 号議案 備品購入契約の指名競争入札 （①OA 、 家電、 ②家具、 事 決議省略

務用品、 ③介護ベ ッ ド、 車いす）

第 3 号議案 青森銀行か らの借入 決議省略

令和 5 年 2 月 9 日 第 1 号議案 （仮称）グループホーム合浦備品購入の入札執行の落札結果 決議省略

と 契約

第 2 号議案 （仮称） グループホーム合浦を正式名称へ改称 決議省略

第 3 号議案 新規グループホーム の普通預金通帳を青森銀行 （八重田支 決議省略

店） に開設

第 4 号議案 令和 4 年度資金収支補正予算の承認 （第 4 回） 決議省略

令和 5 年 3 月 24 日 第 1 号議案 定款変更 決議省略

第 2 号議案 経理規程変更 決議省略

第 3 号議案 評議員選任解任委員会の運営に関する規程変更 決議省略

第 4 号議案 就業規則 （賃金規程） 変更 決議省略

第 5 号議案 特養さ さ え運営規程変更 決議省略

第 6 号議案 グループホーム合浦運営規程 決議省略
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第 7 号議案 評議員の任期満了によ る次期候補者の選定 決議省略

第8 号議案 評議員選任解任員会開催の日時場所および評議員会上程議案 決議省略

第 9 号議案 令和 4 年度資金収支補正予算の承認 （第 4 回） 決議省略

第 10 号議案 令和 5 年度事業計画の承認 決議省略

第 11 号議案 令和 5 年度資金収支予算の承認 決議省略

第 12 号議案 基本財産担保提供 決議省略

第 13 号議案 評議員会決議の省略の提案 決議省略

② 評議員会

開催 日（決議の省略） 審 議 内 容 審議結果

令和 4 年 6 月 27 日 第 1 号議案 令和 3 年度計算書類及び付属明細書並びに財産 目録の承認 可決

報 告 事 項 令和 3 年度事業報告及び付属明細書

令和 4 年 9 月 6 日 第 1 号議案 定款変更 決議省略

第 2 号議案 基本財産担保提供 決議省略

令和 5 年 3 月 28 日 第 1 号議案 定款変更 決議省略

第 2 号議案 基本財産担保提供 決議省略

③ 評議員選任解任委員会

:::::::~ I 議案 令和 5 年 6 月定時言こ ： 会： て ： 任期 を満了す る 次期評議員 1 審~： 果

の選任 について

(2) 運営推進会議

令和4 年度 5 月、 7 月、 9 月、 11 月、 1 月、 3 月 と 2 ヶ月に 1 回、 計 6 回開催 しま した。

その う ち 5 月は感染予防のため書面での開催 と な り ま したが、 その他は、 医療法人蛍慈会のグループホ

ーム港町 と グループホームポータ ウン と の合同で開催 しま した。

(3) 給食会議

毎月 1 回、 会議を開催 し、 検食結果の振 り返 り 、 食中毒予防等について検討を重ねま した。 ま た行事

食の検討や提供方法、 食に関す る嗜好調査結果の報告な どを行いま した。

(4) 各委員会

当法人には、 施設内のサー ビス の質の向上、 施設内のマニュ アルの作成および研修の計画等のために

各種委員会活動を行いま した。 各委員会 と は以下の と お り です。

① 身体拘束廃止委員会

身体拘束等の適正化のための指針を整備 し、 身体拘束適正化に向けての現状把握及び改善について

検討 して います。

身体拘束には どのよ う な こ と が当てはま る のか、 介護職員が気づかずに身体拘束を していないか、
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見 える拘束、 見えない拘束な どについて、 職員の知識の向上を図 り ま した。 こ の身体拘束に対する理

解の徹底を図る事によ り 、 日常的に行われている行為の中で利用者に精神的及び身体的ス ト レス を掛

けていないかの検証を行い、 身体拘束に対する意識を図 り 実践 して き ま した。

② 事故発生防止委員会

ヒ ヤ リ ハ ッ ト報告書や事故報告書を基に、 原因や傾向を分析および集計を し、 事故の再発防止につ

いて検討する事故防止委員会において、 その 目的を達成する ために、 事故報告書によ る要因分析や ヒ

ャ リ ハ ッ トの集計 し、 日々の介護の中か ら可能な限 り の情報を収集 し、 しかるべき対策を練 り 、 それ

が実行 されている かを確認 し、 利用者の安全性を確保でき る よ う努めま した。 事故を分析する事によ

り 、 事故予測を行い、 事故を未然に防ぐ、 最小限度にと どめる形を作 り 、 取 り組んでいます。

令和4 年度 【事故報告 ヒ ヤ リ ハ ッ ト 】

発生年月 報告形態 件数 事故内容

事故報告 3 件 （表皮剥離 皮下出血 打撲痕）
4 月

1 件 （転倒の危険があった）ヒ ヤ リ ハ ッ ト

事故報告 3 件 （コ ンセ ン トカバー破損 内出血 車いすか らのず り 落ち）
5 月

〇件ヒ ヤ リ ハ ッ ト

事故報告 6 件 （脇腹に紫斑 トイ レで尻 も ち 転倒 し擦過傷 車いすか ら落ち

6 月 手首に腫れ 下肢に擦 り 傷）

ヒ ヤ リ ハ ッ ト 2 件 （ベ ッ ドか ら転落の危険があ った 服薬の ミ ス の危険があった）

事故報告 4 件 （表皮剥離 ベ ッ ドか ら転落 ド レーンチューブが抜ける ）
7 月

2 件 （転倒 しそ う だった 服薬 ミ ス の危険）ヒ ヤ リ ハ ッ ト

事故報告 6 件 （車いす と り 滑 り 落ちる 指に皮下出血 服薬 ミ ス 臀部に表皮

8 月 剥離 食べ られない形態の食事を摂取）

ヒ ヤ リ ハ ッ ト 2 件 （車椅子か ら転落 しそ う になる 配膳 ミ スする危険があった）

事故報告 7 件 （車いすか ら転落 爪切 り 時傷つけて しま つた 服薬 ミ ス 額に

9 月 打撲痕 ふ く らはぎに皮下出血 酸素の機械か らチュ ーブが抜け

ヒ ヤ リ ハ ッ ト 0 件 ていた 酸素が外れていた）

事故報告 5 件 （膝に表皮剥離 異食 手に表皮剥離 食材を間違えて調理）

10 月 （服薬 ミ ス の危険があっ た 転倒する危険があった 異食の危険

ヒ ャ リ ハ ッ ト 5 件 があった）

事故報告 4 件 （下腿に紫斑 表皮隔離、 鼻腔カテーテル 自己抜去）

11 月 （転倒の危険があ った 服薬 ミ ス の危険があっ た 牛乳禁上の方

ヒ ヤ リ ハ ッ ト 3 件 に提供）

事故報告 7 件 （爪切 り 時傷つけて しま つた 手に紫斑 車いすか ら転落

12 月
額に紫斑 ベ ッ ドか らす り 落ちる 異食 足の指か ら出血）

ヒ ヤ リ ハ ッ ト 4 件 （歩行 し転倒の危険があ った セ ンサーマ ッ トのコ ンセ ン トが外

れていた 異食の危険があ った ）
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事故報告 12 件 （ひ じに裂傷 腕に紫斑 車いすよ り 転落 ベ ッ ドの リ モ コ ンを

自分で操作 注射針の置き忘れ 点滴時に使用 したキ ャ ッ プを持

1 月 っていた 車いすに座 ろ う と して尻も ち 服薬 ミ ス爪切 り 時傷つ

けて しま つた 肘に腫れ と皮下出血）

ヒ ヤ リ ハ ッ ト 2 件 （転倒の危険があった）

事故報告 2 件 （爪切 り 時傷つけて しま つた 喉つま り）
2 月

4 件 （転倒の危険があった）ヒ ヤ リ ハ ッ ト

事故報告 9 件 （酸素カニュー レを 自己抜去 車いすか ら転落 大腿部に腫脹

3 月 ひざ下に表皮剥離 目頭に紫斑 手の指に紫斑）

ヒ ヤ リ ハ ッ ト 〇件

③ 褥癒対策委員会

褥術の発生予防、 重度化防止の取組を行いま した。 利用者に褥癒は作 らない、 悪化 させないこ と を

目的に、 月 1 回の褥疱予防委員会を開催 し、 ス ケール評価を行い褥癒対策に取 り 組みま した。

活動内容は、 毎月発生状況報告を し、 発生月があった場合に経過報告 と今後の対応について話 し合

い、 対応後の状況報告を行い、 対策を図っています。 発生時か ら完治ま での状態がわかる よ う に写真

を添付 しています。 ま た、 研修会 も行い、 全職員で取 り組み、 早期発見 と予防に努めています。

④ 感染対策員会

今期は、 特に新型 コ ロナ ウイ ルス感染症に対する 予防のため、 社会情勢や感染者数等の情報を共有

し、 対策を講 じま した。 それに対する必要な研修会にも 力をいれて き ま した。

その他感染症を予防す る ため、 種々の感染症の理解 と 予防す る知識、 ケア技術が必要なため、 全職

員向けに勉強会な どの取 り組みを行っています。 引き続き 、 全部署によ る集団感染予防に対する さ ら

な る徹底 と 、 発生時の対応について十分な話 し合いを重ね、 訓練 ・ シ ミ ュ レーシ ョ ン を してお く こ と

が重要課題 と な り ま した。

4. 行事 （さ さ え） について

納涼会、 敬老会、 ク リ ス マス会な ど年間計画に従い行いま した。 しか し、 コ ロナ禍のためご家族や外部

の方の参加は叶いませんで したが、面会制限や行動制限を実施する 中で も少 しで も 寂 し さ を解消する ため

楽 しんでいただける よ う な企画 し実施 して き ま した。

5. 健康管理について

健診等規程に則 り 、 職員の定期健康診断、 夜勤者の特殊業務従事者の健康診断、 雇入時健康診断、 給

食職員の検便検査等、 新型 コ ロナ ウィ ルス ・イ ン フルエ ンザ予防接種を行いま した。

6. 安全管理について

消防設備点検 （閻青森 ド ライケミカル）、 電気設備点検 （東北電気保安協会）、 受水槽の清掃及び点検、 井戸水

水質検査、 レジオネ ラ菌検査、 施設内を大掃除、 各種機器 自主点検を年間計画に沿って行いま した。
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井戸水 活用によ る融雪及び空調設備の使用によ る ラ ンニン グコ ス ト （電気料） な どの工夫を、 今後行っ

ていき たい と考えてお り ます。

7. 借入金の償還について

当事業年度における福祉医療機構およ び青森銀行の借入元金返済分 と その利息を予定通 り支払いま した。

8. その他

令和 4 年度社会福祉法人及び社会福祉施設への指導監査が、 新型 コ ロナ ウ ィ ルス感染対策を した う え、

相馬町の地域市民館において、 令和 5 年 2 月 17 日 （金曜 日） に行われま した。 結果は別紙の通 り です。

ご指摘を頂いた点は、 早期に訂正、 改善を しま した。 指導内容を今後の法人、 施設運営に活か してい く

所存です。

6



青 市 指 監 第 2 1 4 号

令 和 5 年 3 月 2 4 日

社会福祉法 人 慈青会

理事長 石木 基 夫 様
(·一~ - . - 一、- 7" - ヽ

青森 市長 小野寺 晃彦更 · ■） ｔ ・ 1 

tQ 二
令和 4 年度社会福祉 法 人及 び社会福祉施設 への指導 監査 の 結果 につい て （通知）

貴 法人及 び 貴法 人が運 営す る 「特 別養護 老人 ホ ー ム さ さ え 」 の指 導監査 を 実施 し た と こ

ろ 、 文書指摘 に よ る 是正改善 を 要す る 事項 はあ り ま せ ん で した。

今後 も 適 正 な運 営 を継 続 し て い た だ く よ う お願 い い た し ま す。

な お 、 指 導 監査 の 際、 口頭 に よ る 指 導 ・ 助言等 が あ っ た事項 につ い て は 、 適切 に措 置 を

講 じて いた だ き 、 よ リ 一層 の適 正運営 に努 めて く だ さ い。

担 当 〒030 ー0831 青森 市新 町一丁 目 3 番 7 号

青森 市福祉 部指導 監査課

社会福祉 法人チー ム

TEL 017·734·2354 FAX 017·734 も 127 

E-mail shido·kansa@city.aomori.aomori.jp 
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特別養護老人ホーム さ さ え

令和 4 年度 事業報告書

1. 運営方針 の 目標 （事 業 目標） の達成 率 につい て

入居稼働 率 は下記 の と お り 、 目標 98% は達成 で き ず 、 年度 当初 よ り 新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の影 響 で稼働 率

の調整 、 利 用者 申込者 の利 用 自粛が あ り ま し た。 ま た 、 利用者や職員 の新型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感染 に よ り 、

受 け入れ を 一 時休 止す る な ど の対応 を 行 っ た こ と に因 り 、 92% と 目標 年 間稼働 率 98% に対 し て 6% 下回

る 結果 と な り ま し た。

(1) 年 間の利用 状況

利 用者 の状況 （定員 29 名 ）

＼
延 べ利 用者数

平 均
要介護 要介護 要介護 日数 利用率

計 介護度
3 4 5 

当年度 2,182 3,267 4,393 9,842 4. 17 9,842 92% 

前年度 1,264 4,196 4,805 10,265 4. 34 10,265 96% 

(2) 年度末 の利用状況

① 利用者 の年齢状況

＼
70 歳 70~ 75~ 80~ 85~ 90~ 95~ 100 歳 平均

未満 74 歳 79 歳 84 歳 89 歳 94 歳 99 歳 以上
計

年齢

男 性

゜ ゜ ゜ ゜
4 1 1 

゜
6 90.3 ------------- 

- - - - - - - ― ― - -

............ - ....... ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ...... - ... ..... - ... ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ .......... ····-···· ------------ . . - . . . . . . - . . 
女 性 1 1 1 1 4 8 5 2 23 90.3 ------------- 

- - - - - - - ― ― - -

............ - ..... ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ...... - ... ..... - ... ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ .......... ····-···· ------------ .. - ...... - .. 
総 数 1 1 1 1 8 ， 6 2 29 90.3 

前年度 2 1 1 2 ， 10 4 

゜
29 87.6 

② 介護度状況及 び入居 前 の居所

~ 

要介護 要介護 要介護 平 均 利 用者 の前住所 地
計

介護 度 港町地 区3 4 5 そ の他 計

男 性 1 2 3 6 4. 3 

゜
6 6 

------------- ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― - - - - - - - - ― -

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

------ ------- ----- 
女 性 7 6 10 23 4. 1 

゜
23 26 

------------- ----------- ----------- ----------- 
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

----------------- - - - - - - - - - - - - - - - - - ------------------ 
総 数 8 8 13 29 4.2 

゜
29 29 

前年度 4 12 13 29 4. 3 1 28 29 
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2. 具体的方策 の実施 につい て

① 健全経 営

年 間の退所者 が 19 人 と 昨年度 よ り も 9 名 多 く な ま し た。 退所 後 の空床 期 間短縮 を 進 め る た め 、 入 居待

機者 へ の事 前訪 問面談 の予約 を積 極的 に行 い ま し た が 、 新型 コ ロ ナ ウィ ル ス 感染 防止対策 の た め、 病 院

や他施設へ の訪 間が で き ず 、 こ れ に因 り 新規入居 ま で の期 間や 、 合 わせ て入院期 間 も 長 く な り 、 稼働 率

は 目標稼働 率 を 達成 す る こ と が で き ま せ ん で し た。

介護報酬算定 にお け る 加算 の体制 を 整備 し 取 り 組 む こ と が で き ま せ ん で し た。 今 後 、 適 正 な サー ビス

提供 の も と に算定 で き る 体制 を 整 え た い と 思 い ま す。

② 地域貢献

地域行 事や施設 へ の招待 は、 感染 拡大 防止 のた め見合 わせ ま し た。 そ の 中で も 感 染予 防対策 を 行 っ た

う え運 営推進 会議 を 開催 し ま し た。 町会長 、 包括支援セ ン タ ー職員 、 系列施設 の職員 、 家族 が顔 を 合 わ

せ話 し合 い が で き ま し た。

③ 利 用者 のサー ビス の 向上

適 時、 家族 に対す る 状態説 明 を適切 に行 い 、 意 向に合 わせ た介護 サー ビス 計画 の立案 、 実施 に繋 げ 、

安 心 し て 介護 を 受 け ら れ る よ う 努 め ま し た。 定期 的な評価 時に 、 家族 か ら 高い満足度 を 得 る こ と が で き

ま し た。 ま た 、 個別支援援助 につ いて は、 一人 ひ と り に適 し た支援 を 行 う こ と が 、 そ の人 ら し い 「人格

と 存在」 を支援す る と 考 え 、 一人ひ と り 違 っ て 当 り 前 と い う 個別支援 の重要性 を 理解 し 、 利用者 それ ぞ

れ の思いや 目標 を 明確 に し 、 実現 に 向け て 取組 み ま し た。

専 門的知識及 び技術 に 関す る研 修 に積極 的 に参加 し 、 職員 の資質 向上 に努 め、 研 修 で 学 ん だ内容 を 職

員研修会や勉 強会 ・ カ ン フ ァ レン ス 等 にお いて 、 情報共有 を 行 い よ り 良い支援 に 向け て 取 り 組み 、 今後

更な る 支援 に向け て職員 の資質 向上 を 図 り ま す。

④ 人材確保

介護職員不 足 を 補 う た め、 常時介護職員募集 の策 を 講 じ ま し た が 、 一定 の職員 を採 用す る に至 ら ず

苦 し い状況 が続 い て い ま す。 新 た な人材確 保 の取 り 組み と し て 次年度 に は特定技能外 国人 の雇用 を 検

討 し て い き た い と 考 え て い ま す。 リ ー ダー会議 、 ユ ニ ッ ト会議 の実施や外部 ・ 内部研修 を 行 う こ と に

よ り 、 情報 の共有へ の取 り 組 み を進 めて き ま し た。

外 部研修 へ の参加や 内部勉 強会 の実施 、 介護 職員 の技術 、 能力 、 資質 の 向上 を 図 り 、 取 り 組 ん で き

ま し た が 、 未 だ不 十分 な 点 も 多 い ので 、 今後 も 職員 の資質 向上 のた めの様 々な 内部研修 、 外部研 修 な

ど、 エ 夫 と 努 力 を 惜 し ま ず に取組 ん で い か な けれ ばな ら な い と 感 じ ま し た。

3. 援助 内容 につ い て

① 食事

利 用者個 々の礁下状態 を 把握 し、 各部署 の職員 と 連 携 し利用者 に あ っ た食 事形態 の提供 に努 め、 礫

下困難等 、 食事 に制約 が あ る よ う で も 出来 る 限 り 経 口摂取 が で き る よ う 支援 し ま し た。

〇）



〇食事の提供状況 （人）

普通

当年度末時点

前年度末時点

3
-
2

一口大

4 

゜

刻 み

5 

13 

ソ フ ト食 I 経管栄養他

14 

11 

3
-
3

計
一
2理
-
2理

② 排泄

利用者の身体機能に応 じて、 でき る だけ トイ レの使用を意識 したケア を実践 し、 排泄記録をつけ、 排

便 コ ン ト ロールや排尿状況の把握に努め、 排泄に関する アセス メ ン トは健康管理上重要であ り 、 変化が

あった場合は適切に職員間で情報共有する よ う に努めま した。

③ 入浴

利用者の尊厳を大切に しま した。 入浴前か ら入浴後までを 同じ職員が関わる形での入浴の実施に努

め、 着替えや脱衣の際は、 利用者の尊厳やプライ バシーに配慮 し、 他の利用者に見えないよ う に支援を

行い、 入浴支援中は利用者声掛けを し、 意向等を適宜確認 していき ま した。

4. 医務について

① 健康管理

利用者の健康管理については、 配置医、 看護職員 と介護職員等 と の間で情報交換、 情報共有を図 り 、 疾

患の早期発見と 早期受診につなげ、 口腔内について は、 訪問歯科の協力を得て、 毎週 1 回受診する機会を

提供 しま した。 ワーフ ァ リ ン服用、 糖尿病、 心不全な どの疾患に応 じて毎月、 ま たは 2 か月に 1 回の採血

を実施 しま した。 ま た、 各ユニ ッ ト職員 と情報を共有 し、 急変時には速やかに主治医に報告 し指示を仰

ぎ、 救急搬送や適切な対応を実施 して き ま した。

② 看取 リ ケ ア

昨年度退居 された方は19 名で、 その内看取 り によ る退居は12 名で した。 特養の入所要件が介護度 3 以

上のため、 入居か ら看取 り に至る ま での期間が短 く なって き ています。 看取 リ ケア と は入居された と き

か ら始ま つてお り 、 入居者 ・ ご家族 ・職員が 日々の生活を通 じ、 信頼関係 を積み重ねた結果迎える ケア

で も あ り ます。 ただ し上記のよ う な理由か ら今後は十分な信頼関係を結ぶこ と ができ ない中での看取 り

も 多く な る よ う に感 じています。

コ ロナ禍のため面会制限の中、 看取 り期には面会で き る よ う に対応 して き ま したが、 果た して利用者、

ご家族にと って満足 したも のにな ったかは不安が残 り ま した。 今後の課題 と して取 り組みます。

食事摂取が困難になった方への対応 と して、飲み込むこ と は出来な く なって も 、嗜好品のみの提供や食

べ られる 工夫がも っ と あ ったのではないか と感 じています。

④ 感染症対策

感染症を予防のため、 衛生管理に留意 しま した。 利用者や職員に対 し、 新型コ ロナ ウィ ルス 、 イ ンフ

ルエンザ予防接種を実施 し、 ま ん延防止に努めま した。 ま た、 職員の体調管理や面会制限等の対策を実

施 し、 利用者や職員の健康管理に努めま した。
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5. 機能訓練について

① 実施訓練

利用者の機能に合わせ、 日常生活の中で食事や排泄、 入浴等の生活 リ ハ ビ リ を実施 し、 計画書に沿っ

た訓練の実施を行いま したが十分 と は言えず、 今後の課題 と します。

② 機能訓練管理

利用者の状態を把握 し、 事故防止に努めなが ら，少 しでも 自分でで き る こ と を長 く 続けていける よ う

個々に適 した機能訓練や リ ハ ビ リ を行って き ま したが、 さ らに評価を基に取 り組む必要があ り ま した。

③ 機能訓練計画作成

利用者の個別の機能訓練計画以外に、 普段の 日常生活動作の援助 と して、 残存機能を活か した 援助を

生活 リ ハ ビ リ と して行っています。今後、 内容や援助の方法を統一 し、 リ ハ ビ リ 目標を共有 しなが ら介護

職員 と連携が持て る よ う 取 り組んでいく 仕組みをつ く る こ と と しま した。

6. 給食について

① 健康維持

配置医師、 看護職員、 介護職員、 管理栄養士と 協同 し、 体重コ ン ト ロールや経 口摂取の維持を図 り

ま した。

② 食生活の充実

給食 担 当職 員 が 、 日頃 か ら 各 ユ ニ ッ ト の介護 職 員 や看 護 職員 と 協議 し 、 入居 者 の 体調 に

合 わせ た 食 形 態 の提 供 を 行 い ま し た 。 食事形態を 「礫下調整食 学会分類2013 」 に沿い、 ト ロ ミ

材添加量の変更や ソ フ ト食の提供を開始 し、 利用者への嗜好調査を始めとする コ ミ ュ ニケーシ ョ ンに

も力を入れ、 意見や要望を引き 出しま した。 それを基に利用者の望みを叶えた食事の提供に努め利用

者か ら も 大変喜ばれま した。

おい しい食事は 「健康の源」 であ り 、 「経 口摂取」 は生き がい と な り ますので、 季節の食材の選択や、

調理へのこ だわ り によ り 、 おい しい食事を提供する と こ と ができ ま した。

③ 衛生管理

「大量調理施設衛生管理マニ ュアル （保健所） 」 沿った手順で業務を行っているか指導を受けま し

た。 調理作業の温度、 時間管理 と保管が適切に行いま した。 開設 よ り 5 年経過 していますのが、 厨房内

の掃除が非常に行き届いてお り厨房全体の清掃も 計画的に行われている と の評価をいただき ま した。

④ 非常食管理

非常時、 緊急時に備 え、 食事提供がス ムーズ にでき る よ う 非常食を見直 し、 備蓄品の入れ替えを行

いま した。
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グループホーム合浦

令和 4 年度 事業報告書

l. 施設整備、 開設準備補助金事業の総括

新型 コ ロナ ウィ ルス感染症によ り 、 東南ア ジア特に中国で製造 している 半導体、 給湯器、 衛生器具（ トイ レ

や手洗い等）、 エア コ ン等の部品な どが輸入出来ない状態や、 ロ シアによ る ウク ライ ナ侵攻によ る輸入木材の

不足な どの影響によ り 、 事業者採択時および補助金申請時に比べ、 建築工事における建築材料等の納期の見

通 しが立たない状況にな り 、 こ れによ り 建築計画変更を余儀な く され、 地域密着型サー ビス （（介護予防） 認

知症対応型共同生活介護事業所サー ビス） の公募要件であ る 、令和4 年度ま での指定が叶いませんで したが、

よ う やく 、 以下の経過の と お リ グループホーム 開設ま での 目途が立ちま した。

2. 経過

令和 4 年

7 月 29 日

8 月 8 日

8 月 17 日

8 月 31 日

9 月 5 日

9 月 5 日

9 月 6 日

令和 5 年

1 月 20 日

2 月 7 日

2 月 10 日

3 月 17 日

3 月 20 日

3 月 22 日

3 月 29 日

3 月 31 日

4 月 29 日

6 月 1 日

青森市介護保険課 と グループホーム合浦補助金事業の現状を上記の と お り 協議

※青森市長へ書面にて協議書を提出

回答 ：補助金は年度末ま で可能な限 り 進め、 事情によ り 再度検討 （青森県）

指定は、 次年度ス ケ ジュールに沿って行 う （令和 5 年 6 月 1 日指定予定）

理事会 （青森市 と の協議書を報告、エ事契約予定価格設定、エ事監理指名業者選定）

工事公告 ※建設新聞4 社に掲載

工事およ び工事監理の入札によ る業者選定

理事会 （契約関係承認）

工事、 工事監理業者契約

工事着工

理事会決議の省略 （開設準備の備品関係入札予定価格、 指名業者選定）

開設準備 （家具、 家電、 事務用品、 介護ベ ッ ド等） の入札によ る業者選定

理事会決議の省略 （開設準備の備品関係業者 と 契約関係承認）

家具、 家電、 事務用品、 介護ベ ッ ド等の業者 と の契約

工事竣工 （施主検査）

引渡 し

開設準備の備品搬入

補助金実績報告

補助金確定通知

0 高齢者福祉施設整備費補助金確定通知受ける

〇施設開設準備経費助成特別対策事業費補助金確定通知受ける

指定申請

指定 （サー ビス 開始）
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事業報告 の附属明細書

令和 4 年度事業報告の内容を補足す る 重要な事項がないた め、 事

業報告の附属明細書は作成 していない。

社会福祉法人 慈青会
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